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〈表紙のことば〉
大井町に映画館が出来る！

　今から 70 年ほど前の大井町の周辺には映画館が 7館
ほどあった。映画全盛の時代である。このころ東京都に
は 600 館近くの映画館があり、そのなかで品川区は 5番
目に多い 32 館の映画館があった。（トップは新宿区の
49 館）なぜこんなに映画館が多かったかというと、そ
の当時大井町は国鉄の車両工場、「大井工場」に働く「労
働者の街」と言われ、最盛期にはおよそ 3000 人が働い
ていた。しかもこの人たちはほぼ全員が大井工場の社宅
や大井町の周辺に住んだ。その人たちの娯楽の中心が映
画だったのだ。しかし映画はテレビに押され 25 年ほど
前に大井町のすべての映画館が消えてしまった。
　さて、昨年の春から JR 東大井広町地区（旧国鉄大井
工場）で大井町駅周辺の大規模再開発の工事が始まった。
この工事が完成したら（2026 年度末予定）、大井町の風
景は一変するだろう。昔懐かしい飲食街も残る都心のエ
アポケットといわれる新旧入り混じった大井町、これか
らどんな街になるのだろうか。とりあえず今は新しい高
層ビル内に出来るという映画館（シネコン）が大いに楽
しみである。� （写真・文　尾針輝男）
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新年のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　まず始めに令和 6年 1月 1日 16 時 10 分、能登半島で
発生しました最大震度 7の地震におきましては、被災さ
れた皆様に心からお見舞い申し上げますとともにお亡く
なりになられた方々のご冥福を心からお祈り申し上げま
す。そして一日でも早い復興を祈念申し上げます。
　さて当会の会員皆様方におかれましては、ご家族とも
ども良き新年を迎えられたことと心からお慶び申し上げ
ます。皆様方に日頃から当会の運営への格別のご支援ご
協力を頂き誠にありがとうございます。
　令和 5年を振り返ってみますと、天候異変が進み気温
が 6～ 8月の間に記録的な猛暑となり平均気温が過去最
高となったこと、先進 7カ国首脳会議 G7 サミットの開
催、特にうれしかった事としては地域別対抗戦「ワール
ド・ベースボール・クラシック」で前回覇者米国を破り
14 年ぶり 3 度目の優勝を果たしたことです。この時こ
そ私たちに勇気と希望を与え感動を与えてくれた一年と
なりました。
　このような社会情勢の中で品川納税貯蓄組合連合会は
令和 5年も様々な施策に取り組んでまいりました。6月
に入り中学生の「税についての作文」募集活動を行い各
学校から沢山の応募がありました。10 校の学校から 863
編の作文を書いていただきました。そして 12 月 13 日品
川区立中小企業センターホールに於いて中学生による
「税についての作文」優秀作品の表彰式を行いました。
今回特に都内中学校の作文の中から一編のみ選ばれる
『東京都知事賞』に冨士見台中学校 竹下佳澄さん「あな
たの税金は誰かの救世主」が選ばれました。本当に良かっ
たです。
　さらに 11 月「税を考える週間」行事では、JR品川駅
に「納税はキャッシュレス納付で期限内に !」また、新
規に JR大崎駅北口に「納税は確実安全便利な振替納税
で !」という標語で横断幕を設置しました。又確定申告
時期には振替納税コーナーを品川税務署内に設けコロナ
感染症防止のため規模縮小しながらも活動しました。
　このように品川納税貯蓄組合連合会は地域の納税環境
を整えいささかなりとも啓蒙し活動状況をアピールして
まいりました。
　結びに当たりまして本年が皆様にとりまして健康で幸
多い年でありますことを心より祈念申し上げまして新年
のご挨拶といたします。

　令和6年の年頭に当たり、新年のご挨拶を申し上げます。
　はじめに、元旦に発生しました能登半島地震により被
災された多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　東條会長をはじめ役員の皆様方並びに組合員の皆様方
には、税務行政の円滑な運営に深いご理解と格別のご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症が
2類から 5類へ変更され、世の中の正常化が進んだ 1年
でした。
　そうした中、貴会におかれましては、「税を考える週間」
の事業として、一昨年に引き続き、JR 品川駅の自由通
路に電子申告及びキャッシュレス納付の利用を呼び掛け
る横断幕を掲げるとともに、新たに、JR 大崎駅の埼京
線コンコースに振替納税の利用を呼び掛ける横断幕を掲
げ、両駅を利用する多くの納税者の方々に PRしていた
だきました。
　また、「中学生の『税についての作文』」募集事業につ
きましては、一昨年を上回る 863 編の応募がありました。
さらに、盛大な表彰式を開催していただき、優秀賞を受
賞した生徒の皆さんの笑顔を見ることができました。
　これもひとえに、納税貯蓄組合の皆様方が、次代を担
う中学生に対する租税教育の重要性を認識され、募集事
業に熱心に取り組んできたことの成果であると考えてお
ります。
　改めて深く感謝申し上げます。
　さて、間もなく令和 5年分の所得税及び復興特別所得
税、個人事業者の消費税、贈与税の確定申告が始まりま
す。振替納税やダイレクト納付など、便利で安心なキャッ
シュレス納付の利用を推進してまいりますので、引き続
き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、品川納税貯蓄組合連合会の益々のご発
展と組合員の皆様方のご健勝並びに事業のご繁栄を祈念
し、新年の挨拶といたします。

品川納税貯蓄組合連合会会長

東　條　辰　夫
品川税務署長

西　野　　　武
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新年のごあいさつ

　新年早々、能登半島で地震がありました。
　亡くなられた方へのお悔やみと、被災された方、避難
生活をされている方々に心からお見舞いを申し上げま
す。
　災禍という点では、我々もコロナ禍と長く向き合って
きました。キャンペーンやイベントが軒並み中止に追い
込まれる中、東條会長をはじめ皆様は、団結して乗り越
えて、各種事業を再開・平常化されてきました。
　この間、五反田駅前の標識塔の全面改修、JR 品川駅
自由通路での横断幕の掲載といった独自事業を行い、中
学生の「税についての作文」については、様々な配慮で
事業を継続されたばかりか、一昨年にはいち早く表彰式
まで開催してくださいました。昨年は都知事賞まで輩出
され歓びは尽きません。
　また、昨年は、5月の納税キャンペーンに多くの方の
ご参加をいただいたのを皮切りに、再開されたしながわ
宿場祭りなどでキャンペーンを実施された上に、新たに
JR 大崎駅構内に横断幕を掲載するなど、その精力的な
活動は、他の地域の模範となるものでした。
　この間の、貴会の並々ならぬご努力、ご貢献に、改め
て深く感謝申し上げますとともに、今後も、都の税務行
政に対し、ご理解とご協力をいただきますよう、よろし
くお願いいたします。
　結びにあたり、品川納税貯蓄組合連合会の益々のご発
展と、会員の皆様のご健勝とご繁栄を心より祈念して、
新年の挨拶とさせていただきます。

　令和 6年は新年早々に大きな地震災害が発生し、多く
の区民の皆様と共に、心を痛めているところです。
　まずもって、元日に発生した能登半島地震で被災され
た方々に心よりお見舞い申し上げます。品川区では、関
係自治体とも連携しながら、被災地の復旧・復興を全力
で支えてまいります。
　改めまして、品川納税貯蓄組合連合会の皆様におかれ
ましては、健やかで希望に満ちた新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。昨年中は、会長をはじめ役員なら
びに会員の皆様には、税務行政はもとより、品川区政全
般にわたりご理解とご協力を賜りまして、厚くお礼申し
上げます。
　昨年は、57 回目となる中学生の「税についての作文」
募集事業に関する取り組みを始め、特に 5月の大井町駅
頭や 9月の宿場まつりにおける街頭キャンペーン活動、
また 11 月には大崎駅と品川駅の自由通路に横断幕を掲
出するなど、納税意識の啓発に精力的な活動を展開され、
納税のさらなる推進にご尽力いただきました。改めて感
謝申し上げる次第でございます。
　さて、区政運営の主な原資は区税収入であり、この貴
重な財源を有効活用して、感染症対策をはじめ、防災、
子育てや高齢者施策など多様化した行政需要にしっかり
と応えていく必要がございます。
　そのためには、区の基幹的な収入である区税収入の安
定した確保が重要となります。区民の方から信頼をいた
だける税務行政に努め、効果的・効率的な区政運営を行
うためさらに努力をしてまいります。
　品川納税貯蓄組合連合会の皆様方におかれましては、
今後とも品川区の税務行政に対する一層のご支援、ご協
力を賜りますよう心からお願い申し上げます。
　年頭にあたりまして、品川納税貯蓄組合連合会の益々
のご発展と、会員の皆様方のご健勝ならびに事業のご繁
栄を心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。

品川都税事務所長

平　林　宣　広
品川区長

森　澤　恭　子
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令和5年度 中学生の 「税についての作文」
　令和 5 年度　中学校の 「税についての作文」 は、 品川税務署管内の中学校 10 校から 863 編もの

作品応募がありました。ご協力いただきました各中学校ならびに品川区教育委員会に感謝申し上げます。

● 作文審査会　令和 5年 9月 22 日（金）
　今年度の税の作文審査について、冒頭東條会長そして渡辺副会長（税の作文担当）より品川区教育
委員会・各中学校への作文募集依頼からここに至るまでの経過について説明がありました。次に一次
審査で絞られた 30 作品の審査員による採点状況について、品川税務署川島統括官様より集計結果の
報告がありました。その後審査会出席者全員がそれぞれ候補作品等につき感想・意見等を述べ、千葉
顧問による講評で審査会は終了しました。

★東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞
「豊かな暮らしと税」
品川区立鈴ケ森中学校� 古 藤 千 実 さん

★東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞
「命を救う身近な献血」
品川区立日野学園� 杉山詢太郎 さん

★品川税務署長賞
「増税するならどの税を？」
品川区立日野学園� 髙橋ひより さん

★品川税務署長賞
「福祉や公共サービスの大切さ」
品川区立浜川中学校� 増 村 涼 子 さん

★東京都品川都税事務所長賞
「税から見える意識と未来」
品川区立八潮学園� 長谷部幸代 さん

★品川区長賞
「国民に見える化」
品川区立日野学園� 原 田 理 加 さん

★品川区教育長賞
「税のありがたさ」
品川区立大崎中学校� 飯 沼 香 帆 さん

★東京税理士会品川支部長賞
「租税教室を通して学んだこと」
品川区立八潮学園� 清 野 心 優 さん

★品川納税貯蓄組合連合会会長賞
「一本のお守り」
品川区立伊藤学園� 松山美咲希 さん

「税の印象」
品川区立東海中学校� 山 内 陽 生 さん

「税金は生活をつくる」
品川区立品川学園� 佐 藤 希 美 さん

「ふるさと納税について」
品川区立大崎中学校� 西 尾 風 夏 さん

「人の笑顔」
品川区立日野学園� 川 島 美 遥 さん

「インソールから見える税金の世界」
品川区立鈴ヶ森中学校� 内 藤 千 暖 さん

「あがり続ける税金と一人一人ができること」
品川区立八潮学園�カルドナ オリヴィアさん

「生活と健康を支えている税金」
品川区立浜川中学校� 中 沢 唯 那 さん

「税金が私たちに与える当たり前」
品川区立冨士見台中学校�室 井 璃 子 さん

＊東京都知事賞（受賞ご報告）
「あなたの税金は誰かの救世主」
品川区立冨士見台中学校�竹 下 佳 澄 さん

★作品募集協力校感謝状
品川区立冨士見台中学校

挨拶する東條会長 作文審査会の模様 東京税理士会品川支部長村山様もご出席いただきました。
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● 作文表彰式　令和 5年 12 月 13 日（水）
　今年度の作文表彰式は「品川区中小企業センター」3 階レクリェーションホールで開催されました。
　進行司会の渡辺副会長から「本日の表彰式は、品川税務署管内にある中学校から応募された作品の
中で、特に優秀な作品として入選された皆さんに賞状を贈呈するために開催いたします。」と冒頭説
明があり始まりました。
　吉野副会長の開式のことば、国歌斉唱の後、各賞（会報 4 頁記載）の贈呈が始まりました。東京都
知事賞（12/20 都庁）を表彰予定の冨士見台中 竹下佳澄さんは、表彰式会場では受賞の披露となり
ました。その後主催者代表として東條会長の挨拶、ご来賓の挨拶、受賞 2 作品の朗読があり、小野副
会長による閉式のことばで表彰式は終了しました。
　ご来賓には品川税務署長西野様・品川都税事務所長平林様・品川区長（代理：桑村副区長様）・品
川区教育長（代理：丸谷品川区教育総合支援センター長様）東京税理士会品川支部長村田様も列席さ
れました。
　税務関係者・学校関係者・保護者の方々が見守る中、厳粛な雰囲気の中、緊張した面持ちで受賞さ
れた生徒さん方でしたが、式典後の記念撮影や互いに笑顔の写真を撮り合う光景を見て、この作文表
彰式典が、思い出深い記憶を刻んでくれたのではと感じました。

主催者挨拶をする東條会長 来賓挨拶 西野品川税務署長様 来賓挨拶 平林都税事務所長様

来賓挨拶 桑村副区長様 作文を朗読する冨士見台中 竹下さん 作文を朗読する鈴ヶ森中 古藤さん

品川ケーブルテレビの取材もありました。

学校別にも記念写真を撮りました。
（日野学園）
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中学生の「税についての作文」受賞作品の一部をご紹介いたします。

東京都知事賞
　品川区立冨士見台中学校　竹下佳澄さん

あなたの税金は誰かの救世主
　「税金」というワードを聞いて、私には良い印象がな
かった。私はまだ中学生だから、身近にある税は消費税
だけでピンと来ない。世間の大人たちが「税金が高すぎ
る」と税を悪者のように話している様子から、そんなに
も面倒くさい存在なのかと思っていた。しかし、ある出
来事をきっかけに、私の目に映る税のイメージは一変し
た。
　私は昨年、『若年性突発性脊椎側弯症』という脊椎が
左右に曲がる大きな手術をした。最初は少しの歪みだっ
たため経過観察だったが、数年後には手術対象の角度ま
で進行してしまい、大学病院を紹介してもらうことに
なった。その時私は、初めて「手術」という現実味を帯
びた言葉に直面し、不安と恐怖で頭が真っ白になってい
た。
　医師から、「手術をしないでコルセットをつける選択
肢もあるけれど、角度が進行しないとは言い切れない。
今後進行すると、大人になってから腰痛で苦しんだり、
骨が肺を圧迫して呼吸機能障害になったりする可能性も
ある。」と説明され、将来のことを考えた私は、手術す
ることを決意した。
　大きな手術をするということは多くの費用がかかり、
ほとんどは健康保険から支払われるが、自己負担分も高
額になると身構えていた。そして私は思い切って母に聞
いてみた。「検査とか手術にかかる医療費、高いんじゃ
ないの？大丈夫？」

　「子どもの医療費は区が払ってくれるんだよ。心配し
ないで。」
　税金が医療費を負担してくれていたことに少し驚い
た。調べてみると、私が住んでいる品川区では『子ども
すこやか医療費助成』という高校生までの子どもが医療
機関で診療を受けた時、保険診療の自己負担分を区が助
成してくれる制度がある。だから、本当なら四百万円か
かった私の医療費は、健康保険とこの税金の助成を合わ
せて０円になった。税金に私は助けられたのだ。税金は
払うイメージが浸透しているけれど、その税金によって
私のように大きく助けられている人がいること、身近な
当たり前が税金によって支えられていることを身をもっ
て実感した。
　最近日本社会の物価上昇に伴い、税に対する批判的な
意見をよく耳にするが、これは払う立場から見た意見で
あり、実際にサービスを受ける立場に立って見ていない。
税に限らず、悪いところに目がいってしまうのは仕方の
ないことだが、税金に支えられて私たちが生活できてい
る事実を忘れてはいけない。そして、あなたが払った税
金は誰かの救世主になり、誰かが払った税金はあなたの
救世主になるかもしれない。この世界は人の支え合いで
創られているのだ。
　税金は私たちが笑顔で暮らせる社会を創っていく手立
てだということを胸に、これからも税とともに歩んでい
きたい。

● 一日税務署長イベント　令和 5年 12 月 14 日（木）
　今年度「税についての作文」で表彰された生徒さんのうち、品川税務署長賞を受賞された髙橋ひよ
りさん（品川区立日野学園）が「一日税務署長」として品川税務署長を体験しました。
　イベント最後の記念写真撮影も終わり、税務署職員・納連役員を交えて座談会が始まりました。今
回のイベントの感想や、学校生活のことなど髙橋さんに尋ねました。
　ご本人からは「税務署長」になるという得難い体験が出来たこと、税の作文や今回のイベント体験
で「税」がより身近に感じられるようになったことなど、また将来の進路でも「社会や人の役に立つ
仕事をしたい…」と笑顔で抱負を語ってくれました。

小林総務課長さんよりイベント流れ
の説明を受けます。 左はお父様

税務署長になるための委嘱状が
交付されました

髙橋税務署長との名刺交換に
応じる東條会長

税務署長の執務室デスクでの
電話応対

品川納連への協力依頼文に
ついて決裁する髙橋署長さん

品川納連東條会長へ協力依頼
文を読み上げ手渡します。

品川ケーブルテレビの取材を受ける
髙橋署長さん

座談会で学校生活など語る
髙橋署長さん
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品川税務署からのお知らせ
品川税務署からのお知らせ

令和５年分の申告と納付の期限

〇 入場整理券は、当日、会場で配付するほか、 アプリで国税庁 公式アカウント を｢友だち

追加｣していただくことで事前に日時指定の入場整理券を入手できます。 〇 入場整理券の配付状

況に応じて、早めに受付を終了する場合があります。 〇 作成した申告書の提出・納付相談のみの

方は、入場整理券は必要ありません。

〇 原則スマートフォンで申告書を作成していただきますので申告相談に必要な書類、スマートフォン及

びマイナンバーカード をご持参ください。 〇 申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お

持ちいただくか、郵送でご提出ください。 〇 お車での来署はご遠慮ください。

品川税務署における「申告書作成会場」

開設期間 令和６年２月 日（金）～令和６年３月 日（金）

※ 土、日及び祝日を除きます（ただし、２月 日（日）は、開設

します。）。

受付時間 午前８時 分から午後４時まで（提出は午後５時まで）
相談時間 午前９時 分から午後５時まで

※ 申告書や申請書等を紙で提出する場合は、提出の都度、

マイナンバーの記載＋本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。

【申告期限及び納期限】

所得税及び復興特別所得税・贈与税 ⇒ 令和６年３月 ５日（金）

個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 令和６年４月１日（月）

【振替納付日】

所得税及び復興特別所得税 ⇒ 令和６年４月 日（火）

個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 令和６年４月 日（火）

※ 振替納付日の前日までに預金残高の確認をお願いします。

※ 贈与税については、振替納税はご利用いただけません。

    ナンバーカードをご持参ください。

〇　お車での来署はご遠慮ください。

　

〇　入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEアプリで国税庁LINE公式アカウント
　を｢友だち追加｣していただくことで、入場希望日の10日前から日時指定の入場整理券を
　入手できます。

〇　作成した申告書の提出・納付相談のみの方は、入場整理券は必要ありません。
〇　入場整理券の配付状況に応じて、早めに受付を終了する場合があります。

〇　原則スマートフォンで申告書を作成していただきますので申告相談に必要な書類、スマートフォン及びマイ

〇　申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、郵送でご提出ください。

が必要です！
〇　入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEアプリで国税庁LINE公式アカウント
会場への入場には

来場される方へのお願い

〇　作成した申告書の提出・納付相談のみの方は、入場整理券は必要ありません。

国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントはこちら⇒
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◎２月は、固定資産税第４期分の納期です 
納付期限は、２月２９日（木）です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                            
                               都税だより 品川都税事務所からのお知らせ 

固定資産税の納付には、安心・便利な口座振替をご利用ください。
 

《 問合せ先 》 品川都税事務所 ℡03-3774-6666(代) 
◎ 納付方法や納税相談に関すること     徴収管理班 
◎ 固定資産税・都市計画税に関すること   固定資産税班 

都税がスマホ決済アプリで納付できます！ 

 💡💡 いつでもどこでもスマホで簡単に納付ができます 
 💡💡 納付書のバーコードを読み取るだけで納付ができます 
 💡💡 手数料はかかりません 
 

利用できるアプリ 

１枚あたりの合計金額が 30万円までの 

納付書（バーコードがあるもの）に限ります。 

※各納付方法の詳細は、主税局ホームページをご確認ください。 

▲ 

主税局 HP 

都税の支払い方法 
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特別区民税・都民税(住民税)の申告について 

本年も住民税の申告をしていただく時期となりま

した。次のことにご注意のうえ、お早めにご申告くだ

さいますようお願いいたします。 

 
 

原則として、令和 6 年 1 月 1 日現在品川区に住所

がある方。 

※ 令和 5 年中に所得がなかった方でも、申告され

ないと、国民健康保険料の算定や、その他行政

サービスを受ける際に影響が出る場合がありま

す。（区内の申告納税者に控除対象配偶者や同一

生計配偶者、被扶養者として申告されている方

は不要です。） 

 
 

１．税務署に所得税の確定申告書を提出する方 

２．令和 5 年中の所得が給与所得のみの方で、勤務

先から品川区へ給与支払報告書の提出がある方 

３．品川区内の申告納税者に控除対象配偶者や同一

生計配偶者、被扶養者として申告されている方 

 
  
 
 

 
。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

2 月 16 日（金）から 3 月 15 日（金）まで 

※ この申告期間中の毎週日曜日は、臨時申告受付

窓口(税務課窓口)を開設しています。 

 
  
【受付時間】  

午前 8 時 30 分～午後 5 時（火曜日は～午後 7 時） 

※ 郵送による申告も受け付けております。 

混雑緩和のため、郵送による申告にご協力ください。 
【月～金曜日】 

品川区役所 本庁舎 4 階 141 会議室(特設会場) 

※ 火曜日の午後 5 時～7 時は 4 階税務課 1 番窓口 

【日曜日】 ※申告期間のみ 

品川区役所 本庁舎 4 階 税務課 1 番窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 税務課課税担当 ℡5742-6663～6 

 

 

 

 

 
 
 

● 申告をしていただく方 

  

   

● 申告をしなくてもよい方 

● 申告期間 

● 受付時間・会場 

個人住民税（特別区民税・都民税）に関するお知らせ 

税 区 
だ よ り 

◆令和６年度に施行される主な税制改正 

１）上場株式等の配当所得等に係る課税方式は、所得税と住民税とで一致させることになりました。所得税と住民

税とでそれぞれ異なる課税方式は選択できません。 

２）30 歳から 70 歳未満の国外居住親族に係る扶養控除等には、被扶養者が次のいずれかの要件を満たす必要があ

ります。 

①留学生 ②障害者 ③扶養主から 38 万円以上の送金を受けた（送金証明書類の提出が必要） 

３）令和 6年 1月 1 日時点で区内に住所を有する個人の方に対し、個人住民税均等割と併せて 1 人年額 1,000 円の

森林環境税(国税)の賦課徴収がはじまります。 

 

◆ 年金所得者の申告不要制度 

公的年金等の収入の合計額が 400 万円以下で、

その他の所得金額が 20 万円以下の場合は、所得

税の確定申告をする必要はありません（所得税の

還付がある場合は、税務署へ確定申告してくださ

い）。ただし、公的年金等の源泉徴収票に記載さ

れた控除以外に控除の適用を受ける場合や、20

万円以下の他の所得がある場合は、品川区へ住民

税の申告をしていただく必要があります。 
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連合会　行事トピックス
● 令和 5年 8月 8日（火）3年ぶりの組合長会議が開かれました。

　組合長会議は、品川納税貯蓄組合連合会の役員と、税
務行政に携わる国・都・区の関係官庁のご担当者との交
流の場です。
　3 年ぶりとなった今回、着任まもない品川税務署長様、
副署長様をはじめ、関係官庁の皆様のご挨拶、品川納連

役員の自己紹介、品川納連の活動報告やこれからの行事
予定など、話し合われました。
　また、会議の後、品川区税務課長提坂様を講師に「品
川区における身近な助成金制度」をテーマにお話してい
ただきました。

「品川区における身近な助成金制度」
をテーマに説明される講師の提坂課長

挨拶される提坂品川区税務課長挨拶される平林品川都税事務所長挨拶される西野品川税務署長

● �令和 5年 9月 17日（日）しながわ宿場まつりが 4年振りに開催されキャシュレス納付のキャ
ンペーングッズを配りました。

配布活動の前に記念写真！
グッズは好評で 30 分ほどで配り終えました

内側に納税標語、 キャンペーンちらしをは
さみました

Z式バインドは 5種類の色で 600 セット

人海戦術でつぎつぎにグッズセットが仕
上がります。

大袋に詰め込み、 まもなく沿道に繰り出
します。

　品川納連では、キャッシュレス納付や期限
内納税を、キャンペーングッズを配りながら
道行く人にお願いしました。
　キャンペーングッスは、Z 式綴じ込みファ
イルです。5 色の渋色のファイルの右下に「品
川納連」マークシールをさり気なく貼りまし
た。ファイルを開くと、綴じ込まれた国税・
都税・区税のちらしとともに、左に鮮やかな
標語が並びます。愛用してもらいたい Z 式
ファイルです。
　美容院 ZION 様のご厚意で、半地下の駐車
場をお借りし、Z 式ファイルグッズのセット
を作ります。600 冊を用意しました。猛暑で
作業場の皆、汗だくで頑張りました。
　キャンペーングッズがセットされ、配布の
準備が着々と進みます。
　品川税務署西野署長様、品川税務署井原副
署長様、川島統括官様、品川都税事務所平林
所長様、前田課長代理様、品川区税務課提坂
課長様・大勝係長様もお見えになり、キャン
ペーン活動に加わって下さいました。グッズ
の配布前、参加者の記念写真を撮りました。
　キャンペーングッズの Z 式ファイルは評
判が良く、またたく間に配布されました。キャ
ンペーン活動にご参加の皆様ありがとうござ
いました。また、作業場所を提供くださった
ZION 様、作業机・椅子をご提供いただいた
桜心会町会様、ありがとうございました。
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● 令和 5年 10 月 27 日�東総連─城南地区協議会に参加しました。

　令和 5 年 10 月 27 日 東総連─城南地区協議会に参加
しました。コロナ禍による書面開催などを経て、本来の
開催は 4 年ぶりとなりました。
　城南地区協議会は、品川納税貯蓄組合連合会の上部組
織、東総連の城南地区（目黒・品川・荏原・大森・雪谷・
蒲田・世田谷・玉川・北沢・渋谷）の連合会 10 地区の
協議会です。
　今年は雪谷納税貯蓄組合連合会が担当です。中原街道・
環八交差点に近い「嶺町文化センター」において城南地
区の納連代表者が集合しました。
　当会からは、納連役員 4 名（東條会長・小野副会長・
毛塚支部長・倉沢常任）で臨みました。品川税務署から
は川島統括官様にも出席いただきました。

　開催幹事区の税務署長様・都税事務所長様・大田区長
様はじめ、城南 10 地区の税務署の方々にもご臨席いた
だき、キャッシュレス納付の普及活動についてなど、各
地区の取り組みや工夫などが披露されました。

● �令和 5年 11 月 1日（水）JR 品川駅自由通路に「納税はキャッシュレス納付で期限内に！」
の横断幕を掲げました。

　品川納税貯蓄組合連合会では昨年同様、11 月 1 日よ
り品川駅自由通路に横断幕を掲示しました。
　港南口側は、「国税の申告は eTAX 地方税の申告は
eLTAX」の標語となっています。
　取付作業を行った深夜の自由通路は、家路を急ぐ人の
姿もまばらで、前日のハロウィンの賑わいから落ち着き
を取り戻していました。

● �令和 5年 11 月 10 日　商店街向け消費税完納キャンペーン活動
　「納税は（簡単・便利な）キャッシュレス」標語のメ
モ帳（写真）を、大井町の商店街組合などを中心に、商
店主さんやお客様にお渡しいただけるよう配布しまし
た。

● �令和 5年 11 月 16 日（木）�JR 大崎駅構内連絡通路に�「納税は確実・安全・便利な…振替納
税で！」の横断幕を掲げました。

　品川駅自由通路につづき 11 月 16 日より JR 大崎駅構
内連絡通路（北口埼京線横ガラス面）にも横断幕を掲示
しました。

連合会これからの予定
令和 6 年 1 月 19 日 新年常任委員会、新年意見交換会
令和 6 年 1 月 26 日 令和 5 年度 税務・納税功労者合同表彰式
令和 6 年 1 月 31 日 品川納連会報 149 号発行（当会報）
令和 6 年 2 月 8 日 常任委員会開催
令和 6 年 2 月 3 日～ 3 月 31 日 JR 大崎駅横断幕掲示
令和 6 年 2 月 16 日～ 3 月 31 日 JR 品川駅横断幕掲示

令和 6 年 3 月 13 日～ 3 月 15 日　振替納税コーナー窓口
 設置（於：品川税務署）
令和 6 年 4 月 8 日 会計監査会・常任委員会
令和 6 年 5 月 23 日 第 67 回定期総会
令和 6 年 8 月初旬 組合長会議開催

横断幕の縮小版で発表説明 主催者と出席の品川納連役員

JR 品川駅自由通路の横断幕（港南口から）

メモ帳配布

大崎駅構内横断幕の掲示のようす
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　謹んで、新春のお慶び申し上げます。
　穏やかな正月を迎える中、大きな地震が日
本を襲いました。被災された皆様へ心よりお
見舞い申し上げるとともに、一日でも早い復
興をお祈りいたします。品川区では、すでに
募金活動を始めており、その他、自治体を通
じての復興支援についても政治家として力
を尽くしてまいります。
　さて、昨年はどのような年だったでしょう
か。

　良かったこと、悪かったこと、それぞれたくさん
ありますが、昨年日本国民に希望を与えてくれた
ニュースはなんだろうと思い返せば、3 月、WBC
の 14 年ぶりの優勝ではないでしょうか。
　激戦に次ぐ激戦、最後の戦いはアメリカ、試合前
に大谷選手が「憧れるのをやめましょう。」と鼓舞し、
最終回には大谷VSトラウトという映画さながらの
対決。日米ともに国民が見守る中で見事勝利を収め
てくれました。野球という海外のスポーツを先人た
ちが一歩一歩前進させ、時のスター選手が惜しむこ
となく次世代に継承し、チームが一丸となって勝利
の華を咲かせてくれたあの感動は今でも鮮明に覚え
ています。

　さて、今年は、日本銀行券（い
わゆる紙幣）のデザインが一新さ
れます。
　千円札・五千円札・一万円札が
それぞれ 20年ぶりに新たなデザイ
ンとなる中で、実は 1万円札の福
沢諭吉は 40年前から使われていた
ことを覚えていますか。
　新旧の銀行券に書かれる肖像画の偉人たちは、そ
れぞれ我が国に大きな功績を残された方々ですが、
私は、福沢諭吉の「未だ試みずして、先ず疑うもの
は、勇者ではない。」という言葉をとても好きで、
新たなチャレンジをするときにいつも背中を押して
いただいている気になります。
　税の分野においても、昨年からスタートしたイン
ボイス制度をはじめ、軽減税率やキャッシュレス納
付など年々制度が改変されていきます。疑念や批判
の前にまず学び、行動し、そのうえで現場の声とし
て改善をしていく、そんな姿勢を忘れずに挑戦を続
けたいですね。
　結びに、本年一年が会員各位にとって、素晴らし
い一年になることを祈念いたします。本年もよろし
くお願いいたします。 記　芹澤裕次郎

令和5年度　受彰者の方々（令和6年1月まで）

● 税務署長納税表彰式

　令和 5 年 11 月 17 日、リニューアルされた大
井町「きゅりあん」で４年振りの開催となった
品川税務署主催の納税表彰式が行われました。
　品川納税貯蓄組合連合会メンバーからは、品
川税務署長表彰 倉沢弘道常任理事、品川税務
署長感謝状 原田大輔常任理事・尾針輝男常任
理事がそれぞれ受彰となりました。
おめでとうございます。

● 品川区功労者表彰

　令和 5 年 10 月 1 日、当会 髙田
伊久子副会長（ひとり親家庭福祉
協議会会長）が特別表彰されまし
た。おめでとうございます。

● 税務・納税功労者合同表彰式

　区長表彰・都税事務所長表彰は、「きゅりあん」で令和 6 年
1月26日に行われました。受賞の皆さまおめでとうございます。

品 川 区 長 表 彰 状　常任理事　飯島弘司　様
品 川 区 長 感 謝 状　前組合長　木村博明　様
品 川 区 長 感 謝 状　常任理事　尾針輝男　様
品川都税事務所長感謝状　常任理事　青海武善　様

編
集
後
記

尾針輝男 様木村博明 様飯島弘司 様 青海武善 様 髙田伊久子 副会長
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第149号　品川納税貯蓄組合連合会　令和6年1月31日

謹賀新年
品川納税貯蓄組合連合会

会 長　東　條　辰　夫
顧 問　千 葉 　 進

 副会長 角 田 善治郎 副会長 吉 野 主 計 副会長 鈴 木 真 澄
 副会長 渡 辺 弘 章 副会長 髙 田 伊久子 副会長 戸 田 達 夫
 副会長 小 野 正 彦
 大崎地区支部長 毛 塚 あや子
 大井地区支部長 髙 部 彦 二   
 品川地区支部長 芳 賀 光 弘   
常任理事 宮久保 忠 宏 常任理事 飯 島 弘 司 監　　事 吉 野 しま子
常任理事 謝 　 春 男 常任理事 倉 沢 弘 道 相談役兼監事 伊与田 正 志
常任理事 原 田 大 輔 常任理事 小野寺　亮 監　　事 伊 藤 甲 造
常任理事 谷 　 正 敏 常任理事 尾 針 輝 男 女性部副部長 栁 　 桃 代
常任理事 今 田 知 敬 常任理事 芹 澤 裕次郎 女性部副部長 木 暮 靖 子
常任理事 青 海 武 善 常任理事 石 川 光 子 女性部副部長 山 本 　 茜
常任理事 近 江 智 美 常任理事 沢 田 えみこ
常任理事 石 渡 康 文 会　　計 早 野 啓 子

酒館
内 藤 商 店

代表取締役社長　東　條　辰　夫

品川納税貯蓄組合連合会
会 長　東　條　辰　夫

〒141-0031　東京都品川区西五反田5-3-5
TEL 03-3493-6565
FAX 03-3491-1488

1 月 1 日夕方に発生しました石川県能登地方を中心とする震災に
つきまして、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
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創業125年以上の経験とノウハウを生かし、お客様の荷物を安心、安全、確実に配達いたします。

http://www.ono-unso.co.jp/
TEL 03-3474-2081  FAX03-3474-2838

関東圏を中心に危険物の配送及び保管と、産業廃棄物の回収処分を専門に扱っています。

127
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第149号　品川納税貯蓄組合連合会　令和6年1月31日

94

伝えたい情報を確かな印刷物に

有限会社 創 文 社
印刷

名刺／冊子／チラシ／ポスター／報告書／

パンフレット／機関誌／帳票／伝票類／

会議資料／封筒各種／はがき／挨拶状

データ加工管理

名簿管理／書類スキャニング／宛名管理／

発送管理／ Webスクレイピング抽出加工／

アンケート集計／住所ラベル

〒 141-0031 東京都品川区西五反田 1-4-1
tel　03-3491-8321　fax　03-3491-8574

https://sobun.co.jp

東京都知事免許（14）第19477号 （公社）全日本不動産協会会員（公社）不動産保証協会会員

〒141-0031 東京都品川区西五反田１丁目１１番８号大成ビル6階

TEL 03-6420-0240 / FAX 03-6420-0241

E-mail info@taisei-hc.co.jp HP https://taisei-hc.co.jp

１９７１年創業、安心第一・即対応・臨機応変を心がけて対応致します。

不動産売買・賃貸管理・リフォームのことならお気軽にご相談ください。

株式会社 大成ハウジングセンター



第
一
四
九
号
　
発
行
　
令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
　
発
行
人
　
品
川
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

 城南信用金庫は

 地域の皆様のお困りごとを解決する

お客様応援企業をめざします！

 ※商品の詳しい内容については、店頭でお尋ねいただくか、パンフレットをご覧ください。


